
外部機関と連携した新設センターがキャリア支援

関西学院大学
国際機関人事センター

国連グローバル・コンパクト
支援関学センター

大学院 国連・外交コース

複数研究科が共同.
各自の専門に+α

実務家教員登用.
実務的演習中心

全科目英語で授業.
インターンシップ必修

国連ユースボランティア,
青年海外協力隊,
国際赤十字等で実践

体系的な知識,経験

実践型“世界市民”
育成プログラム

副専攻
国連・外交プログラム

キャリア

修士

学部

「国連・国際機関等へのゲートウェイ」育成プログラム

政
策
学
部
４
年
、
林
達
也
さ
ん
）

「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
国

連
事
務
所
で
、
活
動
の
紹
介
や
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
運
営
を
担
当
。
民
族
紛

争
が
あ
っ
た
地
域
な
の
で
、
中
立
性
を

強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
日
本
で
は
普
通
の
こ
と

が
決
し
て
普
通
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
。

帰
国
後
は
も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
決
心

し
ま
し
た
」（
総
合
政
策
学
部
３
年
、
松

浦
果
穂
さ
ん
）

　

今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
関
西
学
院

大
学
世
界
市
民
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
世
界
市
民
と
し
て
の
国
連
ユ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
お
け
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
言
だ
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
同
時
通
訳
に
よ
る

日
本
語
訳
で
、
実
際
の
討
論
は
す
べ
て

英
語
。
こ
の
語
学
力
と
度
胸
も
、
途
上

国
で
の
経
験
で
培
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
も
紹
介
さ
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
」（
神
余
隆
博
副
学

長
）

　

13
年
か
ら
は
国
連
事
務
総
長
の
活
動

の
方
針
が
女
性
と
若
者
を
主
要
テ
ー
マ

の
一
つ
に
し
た
こ
と
か
ら
「
国
連
ユ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
制
度
が
新

た
に
ス
タ
ー
ト
。
日
本
で
は
新
た
に
５

大
学
が
参
加
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

組
織
。
計
６
大
学
の
派
遣
学
生
の
事
前

研
修
は
、
基
幹
大
学
と
な
る
関
学
の
学

内
に
新
設
さ
れ
た
「
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
派
遣
日
本
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
初
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

「
海
外
に
出
た
ら
、

め
っ
ち
ゃ
面
白
い
」

　

こ
の
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

２
年
間
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

経
て
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る
見
通
し
。

現
行
で
は
参
加
者
を
選
抜
後
、
授
業
を

行
い
、
事
前
研
修
で
み
っ
ち
り
と
安
全

対
策
、
I
C
T
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ

イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
学
ぶ
。

そ
れ
か
ら
約
５
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
世

界
の
12
カ
国
・
地
域
に
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
が
必
要
だ
が
、

「
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
」

な
ど
と
し
て
最
大
で
16
単
位
が
認
め
ら

れ
る
。
だ
が
、
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
実
体
験
は
そ
れ
以
上
の
価
値
を
学
生

た
ち
に
も
た
ら
す
よ
う
だ
。

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
学
生
の
先
輩
で
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た

荻
野
良
さ
ん（
I
H
I
勤
務
）は
「
ネ
パ

ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
連
絡

会
議
を
企
画
・
運
営
す
る
な
ど
、
現
地

で
求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
を
自
ら
発
案

し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
お
か
げ
で
、

苦
し
い
こ
と
も
楽
し
め
る
根
性
が
つ
き

ま
し
た
。
今
の
若
者
は
内
向
き
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
海
外
に
出
た
ら
め
っ
ち
ゃ

面
白
い
か
ら
取
り
あ
え
ず
行
っ
て
こ
い
、

と
後
輩
に
説
明
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

や
は
り
卒
業
生
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
井

筒
穂
奈
美
さ
ん
は
東
芝
で
電
力
プ
ラ
ン

ト
を
担
当
し
て
い
る
が
、
サ
モ
ア
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
か
ら
「
安
全
で
高

品
質
な
電
力
プ
ラ
ン
ト
を
途
上
国
に
提

供
し
て
、一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
少
し
で

も
豊
か
に
す
る
こ
と
が
目
標
」
と
語
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
最
初
の
１
カ
月
は
非
常

に
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を
感
じ
た
」
と
林
さ

ん
が
明
か
し
た
よ
う
に
、
楽
な
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
ん
な
苦
境

が
学
生
た
ち
を
劇
的
に
成
長
さ
せ
、
先

輩
２
人
が
大
手
企
業
に
入
社
し
て
い
る

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
卒
業
後
の

進
路
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

包
括
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

国
連
職
員
な
ど
を
育
成

　

同
大
学
で
は
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
」
構
想
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
国

連
・
国
際
機
関
等
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

※
次
回
は
12
月
29
日
・
1
月
5
日
合
併
号（
12
月
22
日
発
売
）に
て『
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
』編
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

イ
」
を
掲
げ
る
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
も
含
め
た

国
際
公
共
機
関
で
活

躍
す
る
人
材
を
送
り

出
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
が
、
こ
の
国

連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
実
績
が
確
固

た
る
根
拠
に
な
っ
て

い
る
わ
け
だ
。

　

こ
の
構
想
で
は
、

学
部
に
副
専
攻
「
国

連
・
外
交
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
新
設
し
、「
実

践
型〝
世
界
市
民
〞育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
連
動
さ
せ
る
。
国
際
機
関
で
は
修
士

号
以
上
の
学
歴
が
必
要
な
の
で
、
大
学

院
共
同
で
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
を

設
置
。
国
連
・
国
際
機
関
へ
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
も
実
施
す
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
国
連
な
ど
に
就

職
す
る
た
め
に
は
、
学
位
に
加
え
て
専

門
分
野
で
の
職
務
経
験
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
外
務
省
と
連
携
し
た
関
西

学
院
大
学
国
際
機
関
人
事
セ
ン
タ
ー
を

新
設
し
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
行
う
。
学

部
の
段
階
か
ら
大
学
院
修
了
後
ま
で
見

据
え
た
包
括
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
推
進
し
て
い
く
わ
け
だ
。

　

さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
S
G
H
）
に
指
定
さ
れ

た
関
西
学
院
高
等
部
を
は
じ
め
と
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る

高
校
と
も
連
携
。
早
期
か
ら
意
識
を
高

め
る
教
育
に
取
り
組
む
と
い
う
。

「
国
際
機
関
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

意
欲
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
に
も
タ
フ

で
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
か
と
い
っ
て
日

本
人
の
長
所
を
捨
て
る
必
要
は
な
く
、

国
際
性
を
足
し
算
す
れ
ば
い
い
。
そ
う

し
た
観
点
か
ら
多
角
的
な
連
携
を
今
後

も
拡
大
し
て
い
き
ま
す
」（
前
出
・
神
余

副
学
長
）

と
し
て
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
に
賛

同
。
協
定
を
結
ん
で
学
生
を
派
遣
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
先
駆

け
と
な
り
、
２
０
１
３
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
本
学
と
日
本
政
府
と
国
連
の
３

者
が
連
携
す
る
方
式
は
、『
Ｋ
Ｇ
Ｕ（
関

西
学
院
大
学
）モ
デ
ル
』
と
し
て
国
連

　

こ
の
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

希
望
す
る
学
生
（
学
部
２
年
以
上
）
を

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）

が
書
類
審
査
や
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
で
選
考
。
途
上
国
に
派
遣
し
て
情
報

通
信
、
教
育
・
啓
発
な
ど
の
分
野
で
活

動
す
る
制
度
だ
。

10
年
間
で
延
べ
74
名
の

学
生
を
途
上
国
に
派
遣

　

同
大
学
が
国
連
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
学
生
を
初
め
て
派
遣
し
た
の
は

２
０
０
４
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
か

ら
毎
年
、
10
年
間
で
延
べ
74
名
の
学
生

を
世
界
の
途
上
国
に
送
り
出
し
て
き
た
。

「
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る『
〝
M
a

s
t
e
r
y 

for 
S
e
r
v
i
c
e
〞

（
奉
仕
の
た
め
の
練
達
）
を
体
現
す
る

世
界
市
民
の
育
成
』
を
実
現
す
る
一
環

神余 隆博 
副学長・国際連携機構長
1950年香川県生まれ。1972年
に大阪大学法学部卒業後、外務
省に入省。国際連合日本政府代
表部特命全権大使、ドイツ特命
全権大使などを歴任後、2012年
から現職。

国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に

世
界
の
公
共
分
野
で
活
躍
す
る

グ
ロ
ー
バルリ
ー
ダ
ー
を
育
成

関
西
学
院
大
学
の「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」構
想
が
担
っ
て
い
る
大
き
な
目
標
は
、

同
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン「〝
M
a
s
t
e
r
y  

f
o
r  

S
e
r
v
i
c
e
〞を
体
現
す
る

世
界
市
民
の
育
成
」の
実
現
だ
。

こ
れ
を
象
徴
す
る
の
が「
国
連・国
際
機
関
な
ど
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
創
設
」で
、

２
０
０
４
年
か
ら
続
け
て
き
た
開
発
途
上
国
へ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
実
績
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

関西学院大学

第 ❷ 回
国連・国際機関 編

多彩な価値を生み出す
国連ユースボランティア

国連ユースボランティア派遣実績 （2004年度～2013年度）
１ 全学生に課す
 「ダブルチャレンジ制度」
　2  協定校への派遣学生数日本一
　3  国連・国際機関等への
 ゲートウェイを創設

　4  国際通用性のある
 質保証システムを構築
　5  ガバナンス改革による
 総合的マネジメント実現

関西学院大学
「スーパーグローバル大学」
構想のポイント

「
サ
モ
ア
で
Ｉ
Ｔ
ユ
ニ
ッ
ト
に
所
属
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
管
理
な
ど
の
仕
事
を
通

し
て
、
途
上
国
で
Ｉ
Ｔ
が
強
力
な
ツ
ー

ル
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
分
に
は
ス
キ
ル
も
語
学
力
も

知
識
も
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
並
行
し

て
、
将
来
的
に
は
国
際
経
済
系
の
大
学

院
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
ま
す
」（
総
合

　今年11月13日に関西学院会館で第５回関西学院大学
世界市民グローバルフォーラム「世界市民としての国連ユ
ースボランティア」が開催された。国連ボランティア計画に
賛同した同大学が学生を派遣して10周年を記念したもの
で、まず村田治学長が開会挨拶。続
いて国連ボランティア計画のリチャー
ド・ディクタス事務局長が基調講演を
行い、「ボランティアは社会貢献以上
の多彩な価値をもたらす」と語った。
その後、神余隆博副学長を司会とし
て、事務局長と４人のボランティア経
験者（写真）によるパネル討論が行
われた。

松浦果穂さん。ボスニ
ア・ヘルツェゴビナに派
遣。総合政策学部３年

林達也さん。サモアに
派遣。総合政策学部
４年

国連職員、外交官、国際NGO職員になる
ための大学院一貫プログラムが整います。

基調講演を行った、
国連ボランティア計画事務局長の
リチャード・ディクタス氏

荻野良さん。ネパールに
派遣。2012年に総合
政策学部を卒業後、重
工業メーカーIHIに就職

井筒穂奈美さん。サモア
に派遣。2013年に法学
部を卒業して総合電機
メーカー東芝に就職

文
／
笠
木 

恵
司（
チ
ー
ム・ス
パ
イ
ラ
ル
） 

　
撮
影
／
山
本 

仁
志（
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
ヒ
ラ
オ
カ
）　
デ
ザ
イ
ン
／
納
富 

進（
ス
タ
ジ
オ
ト
ラ
ミ
ー
ケ
）　

企
画
協
力
／
西
岡 

譲
二（
W
A
V
E
）　
企
画・制
作
／
A
E
R
A 

A
D 

セ
ク
シ
ョ
ン

「スーパーグローバル大学」
実現への取り組み

問い合わせ先：     ☎0798−54−6017（広報室）
     www.kwansei.ac.jp

派遣先のサモアで
子供たちと交流する林達也さん

しん   よ

 派遣国 人数 
スリランカ 6名
ベトナム 2名
モンゴル 16名
ネパール 2名

 派遣国 人数 
フィリピン 11名
キルギス 14名
マダガスカル 1名
ガーナ 2名

 派遣国 人数 
ドイツ 1名
マラウイ 2名
フィジー 3名
サモア 7名
東ティモール 1名
バングラデシュ 1名
ナミビア 1名
ウクライナ 1名
ボスニア・
ヘルツェゴビナ 1名
モザンビーク 1名
ルワンダ 1名
　
　　　合計 74名


